
右側

左側

§2．モニタリング監視の状況

・ストップホールおよび亀裂切削部から
10mm の位置にひずみゲージを添付する。

・ただし、当て板補修実施予定の VP5、21 の
4 格点は、当て板との干渉を極力下げるた
め、ストップホールぎりぎりとなる箇所に添
付した。

図-2.1 ひずみゲージの設置概要図

2－1．計測概要

ひずみ計測位置詳細図

※3 軸ゲージから、計測位

置ごと応力の最も大きな 1
方向（上図中矢印   ）
をモニタリング用に選定

し計測を実施している。

表-2.1 計測記録一覧表

日付 計測内容 備考
2015/7/21 荷重車走行試験
2015/7/22～24 72時間計測　／応力頻度計測① 格点補強前，片側交互通行（上り線走行）
2015/7/24 予防保全対策完了 格点補強部のエポキシ樹脂注入による固定
2015/7/25 24時間計測　／応力頻度計測② 格点補強後，片側交互通行（上り線走行）
2015/7/27～30 72時間計測　／応力頻度計測③ 格点補強後，片側交互通行（下り線走行）
　・・・ 　動ひずみ計測（常時計測）
2015/8/3～6 72時間計測　／応力頻度計測④ 格点補強後，片側交互通行規制解除後
　・・・ 　動ひずみ計測（常時計測）
2015/8/17～20 72時間計測　／応力頻度計測⑤ 格点補強後，片側交互通行規制解除後（2回目）
　・・・ 　動ひずみ計測（常時計測）
2015/8/25～26 計測システム切り替え
2015/8/27～ P/V計測開始
　・・・ 　P/V計測（常時計測）
2015/12/1～4 72時間計測　／応力頻度計測⑥ 格点補強後，片側交互通行規制解除後（3回目）※年末
2015/12/7 モニタリングシステム稼働（試行） 通信エラーにつき稼働延期
　・・・ 　P/V計測（常時計測）
2015/12/25～ モニタリングシステム稼働
　・・・ 　P/V計測（常時計測）
2016/4月～5月 当て板設置工事
2016/7/4 ひずみゲージ復旧
　・・・ 　P/V計測（常時計測）
2016/8/1～4 72時間計測　／応力頻度計測⑦ 当て板補修完了後，規制解除の1年後
　・・・ 　P/V計測（常時計測）
2016/12/19～22 72時間計測　／応力頻度計測⑧ 当て板補修完了後，規制解除1年後の年末
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※途中欠測あり
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ひずみゲージ 

■VPR19 吊材と上弦材接合部（格点補強部）計測位置

ひずみゲージ 

ひずみゲージ 

ひずみゲージ貼り付け時 

■VPR25 ニーブレースと下弦材接合部（特に応力の大きな計測点）計測位置

格点補強部（補強リブ溶接端近傍）及び下弦材亀裂近傍（ストップホール近傍）における 2015 年 7 月末～2016 年 12 月（1 年間 5 か月）のモニタリング計測結果を示す。

・左の応力頻度分布を見ると、

VPR19 吊材と上弦材接合部

（格点部補強箇所）の応力範

囲は、20 N/mm2程度で推移し

1 年を通じて大きな変化はな

い。

・2015 年 8 月 17 日に 1 回だけ

45 N/mm2と比較的大きな応力

範囲が記録されているが原因

は明らかでない。ただし他の

格点と比較すると小さい（他

の応力範囲は 60～120 N/mm2

程度）。

・左の応力頻度分布を見ると、

VPR25 ニーブレースフランジ

と下弦材接合部の応力範囲

は、2015 年 12 月のみ大きい値

となっているが、その他の時

期は、80～100N/mm2 の範囲

で一定している。

・2015 年 12 月の応力範囲が大き

い理由は明らかではないが、

その後の 2016年 8月、12月と、

応力範囲は落ち着いている。

2－2．伊達橋応力モニタリング 計測結果／格点補強部および下弦材亀裂近傍

V
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R
19 

吊
材

V
P

R
25

ニ
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ブ
レ
ー
ス
フ
ラ
ン
ジ
接
合
部

規制解除片交規制 (R側車線)

格点部補強 当て板補修

片交(L側車線)

計測①
計測⑦計測⑥

計測⑤

計測④計測② 計測③

計測⑦
計測④計測③

計測⑤

計測②計測① 計測⑥

図-2.2 VPR19 計測位 図-2.3 VPR25 計測位
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力
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計測⑧

計測⑧
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■当て板補修（VPL5）計測位置 ■当て板補修（VPR21）計測位置

当て板補修箇所における 2015 年 7 月末～2016 年 12 月（1 年間 5 か月）のモニタリング計測結果を示す。応力範囲の最も大きい VPR21（ノイズ混入により計測⑧は欠測）及び、欠測の無い VPL5 を代表として示す。

・左の応力頻度分布を見ると、

最大の応力範囲は 30～ 90 
N/mm2 程度でばらつきは大き

いが、増加傾向等一定の傾向

は見られない。

・ばらつきの大きい最大の応力

範囲を除くと、主要な応力頻

度分布較形状に大きな変化は

見られない。

・左の応力頻度分布を見ると、

最大の応力範囲は 70～130 
N/mm2 程度でばらつきは大き

いが、増加傾向等一定の傾向

は見られない。

・ばらつきの大きい最大の応力

範囲を除くと、主要な応力頻

度分布較形状に大きな変化は

見られない。

2－3．伊達橋応力モニタリング 計測結果／当て板補修箇所（ストップホール近傍）
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規制解除片交規制 (R側車線)

格点部補強 当て板補修

片交(L側車線)

計測① 計測⑦計測⑥

計測⑤

計測④計測② 計測③

計測⑦

計測④

計測③

計測⑤

計測②計測①

計測⑥

図-2.4 VPL5 計測位 図-2.5 VPR21 計測位
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※欠測

20t 荷重車走行試験
（R 側車線走行）

6.5 N/mm2

Max=62.98 

N/mm2

2015/7/22～25 
［72 時間］

20t 荷重車走行試験
（R 側車線走行）

6.5 N/mm2

Max=64.90 

N/mm2

2015/7/25～26 
［24 時間］

20t 荷重車走行試験
（L 側車線走行）

14.8 N/mm2

Max=69.16 

N/mm2

2015/7/27～30 
［72 時間］

Max=88.93 N/mm2

2015/8/3～6 
［72 時間］

Max=43.65 N/mm2

2015/8/17～21※

［72 時間］

※途中欠測あり

Max=60.05 N/mm2

2015/12/1～4 
［72 時間］

Max=54.00 N/mm2

2016/8/1～4 
［72 時間］

Max=30.0 N/mm2

2016/12/19～22 
［72 時間］

Max=128.8 

N/mm2

2015/7/22～25 
［72 時間］

Max=134.8 N/mm2

20t 荷重車走行試験
（R 側車線走行）

20.5 N/mm2

2015/7/25～26 
［24 時間］

Max=106.8 
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20t 荷重車走行試験
（L 側車線走行）

14.1 N/mm2

2015/7/27～30 
［72 時間］

Max=128.78 N/mm2

2015/8/3～6 
［72 時間］

Max=87.24 

 N/mm2

2015/8/17～21※

［72 時間］

※途中欠測あり

Max=36.06 

N/mm2

2015/12/1～4 
［72 時間］

Max=69.1 N/mm2

2016/8/1～4 
［72 時間］

2016/12/19～22 
［72 時間］

ひずみゲージ 

ひずみゲージ 

ひずみゲージ貼り付け時 

ひずみゲージ 

ひずみ 

ゲージ 

当て板施工後（2016 年） 当て板施工前（2015 年） 当て板施工前（2015 年） 当て板施工後（2016 年） 

20t 荷重車走行試験
（R 側車線走行）

20.5 N/mm2
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